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細胞の増殖・分化は、その周囲の環境から提供される様々な情報に基

づいて制御されている。この情報の担い手は近傍の細胞から分泌され

る液性因子と細胞の足場となる細胞外マトリックスである。 

我々は、多くの細胞の直近の足場となっている基底膜に注目し、これ

までに知られているほぼ全ての基底膜たんぱく質の生体内局在部位を

免疫組織化学的手法を用いて網羅的に解析している。本セミナーで

は、このような解析を通して明らかとなってきた細胞外マトリックス

の分子的実体—特に細胞ごとにカスタマイズされた基底膜の分子構成

とその時空間制御—について紹介するとともに、その再生医療におけ

る意義について議論したい。 

連絡先：未来医療交流会（大阪大学医学部附属病院未来医療センター内） 

Tel:06-6879-6557, Fax:06-6879-6538 

E-mail:koryukai@hp-mctr.med.osaka-u.ac.jp 

協賛：21 世紀 COE 細胞・組織の統合制御にむけた総合拠点形成 
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細胞外マトリックスの 

カスタマイゼーションとマトリクソーム 
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